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発行：NPO 法人 やきもの文化と芸術振興協会 

     2012012012018888 年年年年 8888 月月月月 29292929 日日日日    

がいろめ倶楽部たより 

 

       

2018 年 9 月以降の講演会、茶会、研修旅行のご案内 

◆ 瀬戸市：せとコラボレーションプログラム 

瀬戸市が「きっと恋する六古窯―日本生まれ日本育ちのやきもの産地」として、他瀬戸市が「きっと恋する六古窯―日本生まれ日本育ちのやきもの産地」として、他瀬戸市が「きっと恋する六古窯―日本生まれ日本育ちのやきもの産地」として、他瀬戸市が「きっと恋する六古窯―日本生まれ日本育ちのやきもの産地」として、他

のののの 5555 つの産地と共に日本遺産に認定されました。つの産地と共に日本遺産に認定されました。つの産地と共に日本遺産に認定されました。つの産地と共に日本遺産に認定されました。    

そこで、私達そこで、私達そこで、私達そこで、私達 NPONPONPONPO 法人やきもの文化と芸術振興協会では、この法人やきもの文化と芸術振興協会では、この法人やきもの文化と芸術振興協会では、この法人やきもの文化と芸術振興協会では、この 9999 月から瀬戸市と月から瀬戸市と月から瀬戸市と月から瀬戸市と

協働（せとコラボレーションプログラム）で、六古窯にポイントを置いた、初級講座も協働（せとコラボレーションプログラム）で、六古窯にポイントを置いた、初級講座も協働（せとコラボレーションプログラム）で、六古窯にポイントを置いた、初級講座も協働（せとコラボレーションプログラム）で、六古窯にポイントを置いた、初級講座も

加えた拡大版の「やきもの」の講座を行うことにしました。加えた拡大版の「やきもの」の講座を行うことにしました。加えた拡大版の「やきもの」の講座を行うことにしました。加えた拡大版の「やきもの」の講座を行うことにしました。    平安時代から今も連綿と平安時代から今も連綿と平安時代から今も連綿と平安時代から今も連綿と

続くやきもののまち瀬戸と共に、続くやきもののまち瀬戸と共に、続くやきもののまち瀬戸と共に、続くやきもののまち瀬戸と共に、    他のやきもの産地についても知って頂く他のやきもの産地についても知って頂く他のやきもの産地についても知って頂く他のやきもの産地についても知って頂く「六古窯」「六古窯」「六古窯」「六古窯」

講座となっています。講座となっています。講座となっています。講座となっています。        

◎ 「やきもの事始め」—初級講座（参加無料） 

「「「「日本遺産日本遺産日本遺産日本遺産    六古窯、せともの、民吉を読み解こう」六古窯、せともの、民吉を読み解こう」六古窯、せともの、民吉を読み解こう」六古窯、せともの、民吉を読み解こう」6666 回回回回連続講座連続講座連続講座連続講座    

パルティせとでの座学の他に、陶磁美術館での展示説明や瀬戸市パルティせとでの座学の他に、陶磁美術館での展示説明や瀬戸市パルティせとでの座学の他に、陶磁美術館での展示説明や瀬戸市パルティせとでの座学の他に、陶磁美術館での展示説明や瀬戸市

内の遺跡巡りがあります。（詳細はチラシをご覧ください）定員内の遺跡巡りがあります。（詳細はチラシをご覧ください）定員内の遺跡巡りがあります。（詳細はチラシをご覧ください）定員内の遺跡巡りがあります。（詳細はチラシをご覧ください）定員 70707070 名名名名    

主な会場：パルティせとマルチメディアルーム主な会場：パルティせとマルチメディアルーム主な会場：パルティせとマルチメディアルーム主な会場：パルティせとマルチメディアルーム        

時間：各日時間：各日時間：各日時間：各日 13:3013:3013:3013:30～～～～15:0015:0015:0015:00    

第第第第 1111 回回回回        9999 月月月月 22222222 日日日日((((土土土土))))                「六古窯について」「六古窯について」「六古窯について」「六古窯について」                            浅田浅田浅田浅田    員由氏員由氏員由氏員由氏    

第第第第 2222 回回回回        10101010 月月月月 20202020 日日日日((((土土土土))))            陶磁美術館展示室陶磁美術館展示室陶磁美術館展示室陶磁美術館展示室((((実物鑑賞実物鑑賞実物鑑賞実物鑑賞))))    浅田浅田浅田浅田    員由氏員由氏員由氏員由氏    

第第第第 3333 回回回回        11111111 月月月月 17171717 日日日日((((土土土土))))            やきものやきものやきものやきもの    巡り歩き巡り歩き巡り歩き巡り歩き            観光協会、他観光協会、他観光協会、他観光協会、他        

第第第第 4444 回回回回        12121212 月月月月 15151515 日日日日((((土土土土))))            「常滑、越前、信楽」「常滑、越前、信楽」「常滑、越前、信楽」「常滑、越前、信楽」        中野中野中野中野    晴久氏晴久氏晴久氏晴久氏    

第第第第 5555 回回回回        1111 月月月月 19191919 日日日日((((土土土土))))                「瀬戸のやきもの」「瀬戸のやきもの」「瀬戸のやきもの」「瀬戸のやきもの」                            仲野仲野仲野仲野    泰裕氏泰裕氏泰裕氏泰裕氏    

第第第第 6666 回回回回        2222 月月月月 9999 日日日日((((土土土土))))                「加藤民吉「加藤民吉「加藤民吉「加藤民吉についてについてについてについて」」」」        服部服部服部服部    文孝氏文孝氏文孝氏文孝氏                            
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◎「日本遺産 六古窯をもっと知ろう」—上級講座 （参加無料） 

瀬戸以外のやきもの産地の方をお招きしお話瀬戸以外のやきもの産地の方をお招きしお話瀬戸以外のやきもの産地の方をお招きしお話瀬戸以外のやきもの産地の方をお招きしお話をお聞きします。をお聞きします。をお聞きします。をお聞きします。    

愛知県陶磁美術館愛知県陶磁美術館愛知県陶磁美術館愛知県陶磁美術館    講堂での座学です。講堂での座学です。講堂での座学です。講堂での座学です。    （定員（定員（定員（定員 200200200200 名）名）名）名）    

会場：会場：会場：会場：    愛知県陶磁美術館愛知県陶磁美術館愛知県陶磁美術館愛知県陶磁美術館    地下講堂地下講堂地下講堂地下講堂    

時間：時間：時間：時間：    各日各日各日各日    13:3013:3013:3013:30～～～～15:0015:0015:0015:00    

第第第第 1111 回回回回            9999 月月月月 16161616 日（日）日（日）日（日）日（日）        「丹波焼」「丹波焼」「丹波焼」「丹波焼」    長谷川長谷川長谷川長谷川    眞氏眞氏眞氏眞氏    

第第第第 2222 回回回回            10101010 月月月月 7777 日（日）日（日）日（日）日（日）        「常滑焼」「常滑焼」「常滑焼」「常滑焼」    中野中野中野中野    晴久氏晴久氏晴久氏晴久氏    

第第第第 3333 回回回回            10101010 月月月月 14141414 日日日日((((日）日）日）日）        「越前焼」「越前焼」「越前焼」「越前焼」    中野中野中野中野    晴久氏晴久氏晴久氏晴久氏    

第第第第 4444 回回回回                2222 月月月月 2222 日（土）日（土）日（土）日（土）        「信楽焼」「信楽焼」「信楽焼」「信楽焼」    畑中畑中畑中畑中    英二氏英二氏英二氏英二氏    

◎ 丹波への研修バス旅行 (11/20-21 日 1 泊 2 日) 

「六古窯をもっと知ろう」の丹波焼の講座にお越し頂く兵庫陶芸美術館の「六古窯をもっと知ろう」の丹波焼の講座にお越し頂く兵庫陶芸美術館の「六古窯をもっと知ろう」の丹波焼の講座にお越し頂く兵庫陶芸美術館の「六古窯をもっと知ろう」の丹波焼の講座にお越し頂く兵庫陶芸美術館の    

長谷川眞氏に兵庫県陶芸美術館長谷川眞氏に兵庫県陶芸美術館長谷川眞氏に兵庫県陶芸美術館長谷川眞氏に兵庫県陶芸美術館、立杭窯など現地をご案内いただきます。、立杭窯など現地をご案内いただきます。、立杭窯など現地をご案内いただきます。、立杭窯など現地をご案内いただきます。        

出発日：出発日：出発日：出発日：    11111111 月月月月 20202020 日日日日((((火火火火))))    1111 泊泊泊泊 2222 日日日日        

20202020 日日日日        陶磁美術館（陶磁美術館（陶磁美術館（陶磁美術館（7:007:007:007:00）出発＝本郷（）出発＝本郷（）出発＝本郷（）出発＝本郷（7:307:307:307:30----7:407:407:407:40）＝丹波伝統工芸公園）＝丹波伝統工芸公園）＝丹波伝統工芸公園）＝丹波伝統工芸公園    立杭陶の郷立杭陶の郷立杭陶の郷立杭陶の郷＝＝＝＝        

====    篠山市武家屋篠山市武家屋篠山市武家屋篠山市武家屋敷安間家資料館敷安間家資料館敷安間家資料館敷安間家資料館＝ホテル（宿泊）＝ホテル（宿泊）＝ホテル（宿泊）＝ホテル（宿泊）    予定予定予定予定    

21212121 日日日日        ホテル＝丹波古陶館＝兵庫陶芸美術館＝本郷＝陶磁美術館ホテル＝丹波古陶館＝兵庫陶芸美術館＝本郷＝陶磁美術館ホテル＝丹波古陶館＝兵庫陶芸美術館＝本郷＝陶磁美術館ホテル＝丹波古陶館＝兵庫陶芸美術館＝本郷＝陶磁美術館(19:40(19:40(19:40(19:40 頃頃頃頃))))帰着帰着帰着帰着    予定予定予定予定    

旅行代金（おひとり旅行代金（おひとり旅行代金（おひとり旅行代金（おひとり））））3333～～～～4444 名名名名１１１１室の相部屋にて室の相部屋にて室の相部屋にて室の相部屋にて 36,00036,00036,00036,000 円を予定しております。円を予定しております。円を予定しております。円を予定しております。    

宿泊施設の関係で、最大催行人数は宿泊施設の関係で、最大催行人数は宿泊施設の関係で、最大催行人数は宿泊施設の関係で、最大催行人数は 25252525 名です。名です。名です。名です。    

申込方法等の詳細は、丹波研修旅行の案内チラシをご覧ください。申込方法等の詳細は、丹波研修旅行の案内チラシをご覧ください。申込方法等の詳細は、丹波研修旅行の案内チラシをご覧ください。申込方法等の詳細は、丹波研修旅行の案内チラシをご覧ください。    

◆◆◆◆    愛知県陶磁美術館開館 40 周年記念行事 「愛陶茶会」    

11111111 月 3333 日((((日・祝)))) 陶磁美術館の開館 40404040 周年を記念して館の敷地内の茶畑で摘ん
だ茶葉を使いお茶会が行われます。    5555 月 20202020 日に行われた茶摘みに参加された方も
おられるでしょう。 あの時摘んだ茶葉がお抹茶になります。    

茶摘みに参加頂けなかった方も、どうぞ、皆さんでお抹茶を味わいましょう。     

詳細は後日、チラシ、館のホームページにてご連絡の予定です。    
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◆◆◆◆    浅田勉強会浅田勉強会浅田勉強会浅田勉強会    毎月第二木曜日毎月第二木曜日毎月第二木曜日毎月第二木曜日 10101010 時から時から時から時から 12121212 時まで時まで時まで時まで    

愛知県陶磁美術館本館の展示説明室での気楽に愛知県陶磁美術館本館の展示説明室での気楽に愛知県陶磁美術館本館の展示説明室での気楽に愛知県陶磁美術館本館の展示説明室での気楽に、どなたでも、どなたでも、どなたでも、どなたでもご参加いただけるご参加いただけるご参加いただけるご参加いただける        

勉強会です。勉強会です。勉強会です。勉強会です。    浅田先生になんでもご質問浅田先生になんでもご質問浅田先生になんでもご質問浅田先生になんでもご質問 OKOKOKOK です。です。です。です。    

次回は次回は次回は次回は 9999 月月月月 13131313 日日日日((((木木木木))))、その次は、その次は、その次は、その次は 10101010 月月月月 11111111 日（木）です。日（木）です。日（木）です。日（木）です。    

◆ 愛知県陶磁美術館の企画展               

「「「「THE YUNOMITHE YUNOMITHE YUNOMITHE YUNOMI 湯のみ茶碗—ちょっと昔の、湯のみ茶碗—ちょっと昔の、湯のみ茶碗—ちょっと昔の、湯のみ茶碗—ちょっと昔の、    

やきもの日本縦断旅」やきもの日本縦断旅」やきもの日本縦断旅」やきもの日本縦断旅」    展展展展    

2018201820182018 年年年年 9999 月月月月 1111 日日日日((((土土土土))))からからからから 10101010 月月月月 21212121 日日日日((((日日日日))))    

（がいろめ倶楽部たよりの紙面の都合上、一点だけ、作品紹介します。）（がいろめ倶楽部たよりの紙面の都合上、一点だけ、作品紹介します。）（がいろめ倶楽部たよりの紙面の都合上、一点だけ、作品紹介します。）（がいろめ倶楽部たよりの紙面の都合上、一点だけ、作品紹介します。）    

《瀬戸焼《瀬戸焼《瀬戸焼《瀬戸焼    古瀬戸古瀬戸古瀬戸古瀬戸

こ せ と

窯窯窯窯

かま

    愛知県》愛知県》愛知県》愛知県》    

    「「「「織部写共織部写共織部写共織部写共

おりべうつしとも

蓋蓋蓋蓋

ふた

湯のみ茶碗」湯のみ茶碗」湯のみ茶碗」湯のみ茶碗」    

                                                                                                    三代三代三代三代加藤加藤加藤加藤

か と う

作助作助作助作助

さくすけ

    滋賀県立陶芸の森蔵滋賀県立陶芸の森蔵滋賀県立陶芸の森蔵滋賀県立陶芸の森蔵    

加藤作助家は御窯屋

お か ま や

加藤唐

とう

三郎

さぶろう

（初代）の三弟景元

かげもと

を家祖とする赤津の陶家である。初代作助(1808-1893)

は古作に倣った古瀬戸釉や織部の茶器などを作り、二代は大正天皇の御大典記念に古瀬戸香炉を制作し

て「古瀬戸窯」の号と金印を賜った。三代は織部焼の名手。その後四代、五代と継承され現在に至る。    

神崎副館長から≪みどこ神崎副館長から≪みどこ神崎副館長から≪みどこ神崎副館長から≪みどころ案内≫を頂きましたので掲載します。ろ案内≫を頂きましたので掲載します。ろ案内≫を頂きましたので掲載します。ろ案内≫を頂きましたので掲載します。    

煎茶や番茶など、日常的にお茶を飲む習慣が一般に広まったのは江戸時代中期煎茶や番茶など、日常的にお茶を飲む習慣が一般に広まったのは江戸時代中期煎茶や番茶など、日常的にお茶を飲む習慣が一般に広まったのは江戸時代中期煎茶や番茶など、日常的にお茶を飲む習慣が一般に広まったのは江戸時代中期

以降と考えられ、湯のみ茶碗もその頃から使われるようになりました。明治以降は以降と考えられ、湯のみ茶碗もその頃から使われるようになりました。明治以降は以降と考えられ、湯のみ茶碗もその頃から使われるようになりました。明治以降は以降と考えられ、湯のみ茶碗もその頃から使われるようになりました。明治以降は

各地の窯で陶磁器制作が盛んになり、地域性豊かで意匠を凝らした様々なものが各地の窯で陶磁器制作が盛んになり、地域性豊かで意匠を凝らした様々なものが各地の窯で陶磁器制作が盛んになり、地域性豊かで意匠を凝らした様々なものが各地の窯で陶磁器制作が盛んになり、地域性豊かで意匠を凝らした様々なものが

作られました。本展では、坂口恭逸作られました。本展では、坂口恭逸作られました。本展では、坂口恭逸作られました。本展では、坂口恭逸((((さかぐちきょういつさかぐちきょういつさかぐちきょういつさかぐちきょういつ))))氏が明治末頃から昭和氏が明治末頃から昭和氏が明治末頃から昭和氏が明治末頃から昭和

20(1945)20(1945)20(1945)20(1945)年頃にかけて収集した、日本各地の湯のみ約年頃にかけて収集した、日本各地の湯のみ約年頃にかけて収集した、日本各地の湯のみ約年頃にかけて収集した、日本各地の湯のみ約 280280280280 点をご紹介します。北点をご紹介します。北点をご紹介します。北点をご紹介します。北

海道から沖縄まで、各地の技法や名工・作家の技が見どころです。身近で親しみあ海道から沖縄まで、各地の技法や名工・作家の技が見どころです。身近で親しみあ海道から沖縄まで、各地の技法や名工・作家の技が見どころです。身近で親しみあ海道から沖縄まで、各地の技法や名工・作家の技が見どころです。身近で親しみあ

る陶磁器の代表でもあり、お気に入りを見つけ、お楽しみいただければ幸いです。る陶磁器の代表でもあり、お気に入りを見つけ、お楽しみいただければ幸いです。る陶磁器の代表でもあり、お気に入りを見つけ、お楽しみいただければ幸いです。る陶磁器の代表でもあり、お気に入りを見つけ、お楽しみいただければ幸いです。    

    

◎ 5 月 20 日 「茶摘みと煎茶体験」                      

愛知県陶磁美術館 40 周年記念行事 

５月２0 日（日）に「摘茶・製茶・喫茶を楽しむ会」 

が行われました。  

予想をはるかに超える３００名の応募者の中から抽選

で 100 名の方々にお越し頂き、「愛陶茶園」で 

茶摘みをして頂きました。茶摘みをして頂きました。茶摘みをして頂きました。茶摘みをして頂きました。 摘まれた茶葉は製茶され
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発行元発行元発行元発行元    ：：：：    「「「「NPONPONPONPO 法人法人法人法人    やきもの文化と芸術振興協会」事務局やきもの文化と芸術振興協会」事務局やきもの文化と芸術振興協会」事務局やきもの文化と芸術振興協会」事務局    

住住住住    所所所所        ：：：：    〒〒〒〒489489489489----0875087508750875    瀬戸市緑町２－４３瀬戸市緑町２－４３瀬戸市緑町２－４３瀬戸市緑町２－４３    

お問い合わせ：電話番号：０９０－５８５０－６９６９お問い合わせ：電話番号：０９０－５８５０－６９６９お問い合わせ：電話番号：０９０－５８５０－６９６９お問い合わせ：電話番号：０９０－５８５０－６９６９    （谷）（谷）（谷）（谷）    

メールメールメールメール    ：：：：    yakimono.bunka@gmail.comyakimono.bunka@gmail.comyakimono.bunka@gmail.comyakimono.bunka@gmail.com        

ホームページ：ホームページ：ホームページ：ホームページ：http://yakimonobunka.jimdo.com/http://yakimonobunka.jimdo.com/http://yakimonobunka.jimdo.com/http://yakimonobunka.jimdo.com/    

郵便振替口座：記号番号郵便振替口座：記号番号郵便振替口座：記号番号郵便振替口座：記号番号    00890008900089000890----9999----152071152071152071152071    

       加入者名加入者名加入者名加入者名    ﾄｸﾋ）やきもの文化と芸術振興協会ﾄｸﾋ）やきもの文化と芸術振興協会ﾄｸﾋ）やきもの文化と芸術振興協会ﾄｸﾋ）やきもの文化と芸術振興協会    

抹茶にして 11111111 月月月月 3333 日のお茶会で使われます。日のお茶会で使われます。日のお茶会で使われます。日のお茶会で使われます。    

茶摘みに続き製茶の作業をしました。  茶畑から摘みたて

の茶葉を電子レン

ジで乾燥、それを

手揉みすること、

３回ほどで完成。 

出来上がったお茶

を味わいました。 
午後からは、50 名程の方々が煎茶手前を体験しまし

た。 御煎茶のお師匠さんからお手前の説明、煎茶流の

こと、味わい方など、摘みたて、作り立ての御煎茶で、

美味しいお茶を本格的お点前でいただきました。 

 

◆◆◆◆「「「「海海海海のシルクロードののシルクロードののシルクロードののシルクロードの起点起点起点起点

““““寧波寧波寧波寧波””””とととと紹興酒紹興酒紹興酒紹興酒のののの郷郷郷郷““““紹興紹興紹興紹興””””

をををを訪訪訪訪ねるねるねるねる旅旅旅旅」」」」へへへへ    

行行行行ってきましたってきましたってきましたってきました。。。。        

５月２５日～２８日の４日間、 

１０名で行ってきました。 

現地で森達也先生が合流され、豊富な知

識と経験をもとに解説いただきました。 

    

◆◆◆◆やきものやきものやきものやきもの大学大学大学大学    前期講座前期講座前期講座前期講座    
6月 3日（日）午後 1 時 30 分～３時   

仁仁仁仁清清清清ーーーー色絵陶器色絵陶器色絵陶器色絵陶器のののの完成完成完成完成        

7 月 1 日(日) 午後 1 時 30 分～３時  

乾山乾山乾山乾山とととと古清水古清水古清水古清水----江戸時代中期江戸時代中期江戸時代中期江戸時代中期までのまでのまでのまでの京焼京焼京焼京焼    
講師講師講師講師：：：：    大手前大学教授大手前大学教授大手前大学教授大手前大学教授    岡岡岡岡    佳子氏佳子氏佳子氏佳子氏    
この分野のご研究第一人者の岡佳子先生に 2 回

連続講座をしていただきました。 

     

◆◆◆◆「「「「浅田先生浅田先生浅田先生浅田先生をををを囲囲囲囲むやきものむやきものむやきものむやきもの談義談義談義談義」」」」        

6月 14 日（木） 午前 10 時～12時 陶磁美術館 展示説明室 
テーマはテーマはテーマはテーマは、「、「、「、「朝鮮半島朝鮮半島朝鮮半島朝鮮半島のやきもののやきもののやきもののやきもの」」」」でしたでしたでしたでした。。。。 （参加者 18 名）    

    

    


